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セカンドステージ大学「現代史の中の自分史」第９回講義レジュメ

講義日：２００８年６月１２日

自分の芯の芯を見る／細部に気を配って完成に近づける

1. 進捗状況

(1) 完成したと言える人が出始めた。何人かは終わりに近づいている。このような人は細部に気を配って完成度を上げよう。例えば

1 写真に吹き出しをつけて、自分や話題の人が良く分かるように

2 見出しの付け方を更に工夫する

(2) 遅れている人。先日の懇親会で「落ちこぼれです」と自分で言っていた人の今までに提出してもらったものを見てみたが、内容は大変と良い。自分で駄目と判断せずに、書き続けるように。

2. 自分史を書く視点

(1) ある人が前書きに書いてくれた。「自分史を書き始める前はあまり書きたいとは思っていなかったが、書くことで、自分の生い立ちに始めて正面から向かい合った」

(2) 自分史を書くということは、書きながら自分を今までとは違う目で見つめ直してみること。そうする事で自分が一皮むけてくる。自分の芯が見えてくる。更に進めば芯の芯が見えてくる。最も此処までいけば、文学の領域である。

(3) 上記のようにする方法として、

1 自問自答的な部分を入れてみる

2 今まで書いてきたことをちょっと違う視点で見てみる。客観的な視点で見てみる。

(4) 別のある人が、「自分中心で自分勝手なことを書いている。これでよいのだろうか」と疑問を投げかけてくれたが、これは健全なことである。

1 誰もが自分の目で世界を見ている。そして人の目は人により非常に異なっている。

2 更に目で見た結果を頭の中でその人なりに処理して認識している。結果として、どの様に見えたかは人により大きく異なっているのだ。

3 その結果を受けて、人は自分を中心にして行動する。これは当たり前のこと。

3. 立花式原稿作成法

(1) ある人から次のような質問があった
「先生は、最初手書きで書いて、それに何回か直しを入れて、あとでワープロ化するという手順でやっているというお話でしたが、何故最初は手書きなのですか」

(2) 自分がそのようにやっている理由は

1 自分はワープロ入力より、手書きのほうが早い。

2 直しを入れるとき、手書き原稿でやるときは、変更前が残っている。最初どの様に書いて、それをどの様に直して言ったか、紙の上に記録が残っている。更に手を入れていくとき、その経緯が残っていることは非常に役立つ。
 ワープロだと、直しを入れると、前のものが消えてしまい、直しの記録が残らない。

3 編集者がワープロ化のサポートをしてくれる。自分は特殊な条件下にいる。

4. 受講生の書いたものの良い例、改善が必要な例の紹介

(1) 書く内容関連

1 社会の裏側を書くこと。社会の実体を伝えると言う意味で『現代史の中の自分史』作成の意図に沿っている

2 疎開日記のなかで、大本営発表に喜ぶ社会の描写と「日本軍の損害は？」と心配する気持ちが書かれていたが、大本営発表の大戦果（実際には嘘だったが、その時は大戦果のまま通し続けてしまった）を一国民はどう見ていたのかを伝える貴重な内容である。

3 現代史の中の大きな出来事（例えば全共闘活動）の真ん中にいた人は、現場にいた人しか分からないことを知っている。それを書き込んで欲しい。

(2) わかり易い自分史にするために

1 社会の大きな出来事が、自分の仕事に大きく関係しているときはその関係の説明があるとわかり易い。

2 仕事内容をもう少し具体的に書いて欲しいと感じるものもある。仕事内容が分かってくると、仕事上のエピソードも理解し易くなる。

3 仕事を説明するときに図を有効に使って欲しい

4 集合写真を使うときは、自分はどこか、わかるようにして欲しい

5 段落の頭は一文字下げること。

5. 次回の授業のやりかた

(1) 次回は完成度の高いものを全員で見て、全体の構成の仕方、見出しの付け方、写真の入れ方、などを考えたい。

(2) 全員分をコピーしなければならないので、ボランティアでコピーをやっていただく方には大変だが、宜しく。

(3) 次回は遠藤さんの自分史で上記を行う。

以上

